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･武田問題県へ審査請求書提出

･武田バイオ排水の浄化センターへ受け入

れしないよう要請

･ゴミ収集無料化を求める要望書

,今、米のことを考えてみよう

局〒252-0816藤沢市遠藤849-9青柳

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

http://Comcom.jcaapc.org/econet/

武田研究所建設問題で国の「公害等調整委員会」に調停申請

武田薬品のバイオ研究所建設問題で、武田問題対策連絡会は、国の機関である総務省の

「公害等調整委員会」に対し公害調停申諮を行なった。 2月24日受理され、早ければ3

月にも調停が開始される予定。

通例、都道府県内の公害調停は、それぞれの各県の公害審査会で審査されるが、①今回

の武田の研究所から放出される大量のバイオ排気物は関東一円に及び、排水も江ノ島海岸

から相模湾に沿岸に及ぶ広域性の高い公害の恐れがあること、②バイオ公害は典型7公害

に入っていないが、今後バイオ公害が新たな時代の公害となる可能性が大きいこと等の実

態から、国の機関である「公害等調整委員会」に審査を申請したものである。

申請内容は、同研究所から発生する①P3施設からの病原菌等は一切外部に放出しない

こと、②動物実験・焼却施設の建設凍結、③研究所から毎時800万m3排出されるはバ

イオ汚染排気施設内処理、④研究所から排出される2200m3のバイオ汚染排水の施設

内処理、⑤地盤沈下、⑥土壌汚染、⑦情報公開・施設への住民の立ち入り権を認める等々

の問題で、住民合意が出来るまで、研究所建設工事を凍結するよう求めたものである。

審査は、専門の審査員が任命され、月1回程度の審査会が開催される予定で、バイオ問

題で公害調停申請に受理されるのは全国でも始めでのこと。

今回申請を行った市民団体は、地元藤沢、鎌倉、横浜市民を中心に、昨年7月、武田研

究所建設問題公聴会を期に結成された武田問題対策連絡会。これまで、神奈川県の環境ア

セスで武田薬品新研究所から放出される排水や排気が審査の対象にならないことに疑問を

｜持ち、バイオ問題を環境アセスの対象にするよう運動を進めてきた。今回、国の「公害等
調整委員会」での調停が開始されれば、武田薬品研究所のバイオ問題が全国初めてバイオ

｜公害問題として取り上げられることになり、今後の「公害等調整委員会」での審査に大い

《に期待したいところである。 （武田問題対策連絡会共同代表小林麻須男） ノ
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